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６  

月  

定  

例  

会

　

第
２
回
定
例
会
は
６
月
14
日
か
ら
22
日
ま
で
、
9
日
間
の
会

期
で
開
催
し
た
。

  

今
定
例
会
に
は
報
告
４
件
、
諮
問
１
件
、
議
案
７
件
が
提
案

さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し

た
。
ま
た
、
請
願
２
件
を
採
択
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
た
。

　

暴
力
団
排
除
を
推
進
し
、
町
民
の
安
全
で

安
心
か
つ
平
穏
な
生
活
を
確
保
し
、
社
会
経

済
活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
定
め
る
も
の
。

問　

産
地
水
産
業
強
化
支
援

事
業
費
補
助
金
の
受
益
者
負

担
割
合
は
。

産
業
建
設
課
長　

総
事
業
費

３
９
７
２
万
３
千
円
。

　

国
２
分
の
１
、
１
９
８
６

万
１
千
円
。

　

町
４
分
の
１
、
９
９
３
万

１
千
円
。

　

事
業
主
体
の
比
井
崎
漁
協

４
分
の
１
、
９
９
３
万
１
千

円
で
あ
る
。

既
定
の
予
算
額
に
１
７
０
３
万
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
36
億
８
６
７
５
万
９
千
円
と

す
る
。

—

主
な
内
容—

高
家
区
会
祭
り
用
具
整
備
に
対
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費
補
助
金
２
５
０
万

円
、
野
菜
花
き
産
地
活
性
化
事
業
補
助
金
１

３
０
万
７
千
円
、
比
井
崎
漁
協
魚
選
別
機
の

整
備
等
に
対
す
る
産
地
水
産
業
強
化
支
援
事

業
費
補
助
金
２
９
７
９
万
２
千
円
等
の
増
額
。

当
初
予
算
で
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
手
当

て
支
給
額
の
上
積
み
を
計
上
し
て
い
た
が
、

改
正
法
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
１
４
７
０
万
円
を
減
額
。

一
般
会
計
補
正
予
算

日
高
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

アジ、サバの選別に新たな機械を

ビニールハウスに遮熱ネットを

問　

設
置
時
期
は
。

産
業
建
設
課
長　

阿
尾
の
巻

き
網
漁
が
１
月
か
ら
２
月
中

旬
ま
で
休
業
す
る
の
で
、
そ

の
時
期
に
合
わ
せ
て
実
施
し

た
い
。

問　

野
菜
花
き
産
地
活
性
化

事
業
補
助
金
の
説
明
を
。

産
業
建
設
課
長　

ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う

り
等
作
付
け
を
し
て
い
る
が
、

夏
場
、
温
度
が
高
く
な
り
、

受
粉
で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

　

ハ
ウ
ス
の
天
井
部
分
へ
遮

熱
ネ
ッ
ト
を
か
け
、
温
度
の

上
昇
を
防
ぐ
も
の
。

問　

補
助
率
は
。

産
業
建
設
課
長　

ハ
ウ
ス
農

家
で
団
体
を
組
ん
で
申
請
を

し
て
い
た
だ
き
、
県
３
分
の

１
、
町
３
分
の
１
、
団
体
３

分
の
１
の
割
合
で
の
補
助
事

業
と
な
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
、
高
家
の
祭
り
用
具
助
成

に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
。

総
務
政
策
課
長　

大
太
鼓
１

個
、
獅
子
舞
の
幕
１
揃
え
、

乗
り
子
の
衣
装
４
組
と
な
っ

て
い
る
。
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「
特
殊
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
」
「
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
緊
急
整
備
事
業
」
が
『
小

規
模
が
け
崩
れ
対
策
事
業
』
に
統
合
さ
れ
た

た
め
、
旧
事
業
の
分
担
金
条
例
を
廃
止
し
、

新
た
に
分
担
金
徴
収
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

問　

上
限
、
下
限
の
金
額
は
。

産
業
建
設
課
長　

消
費
税
抜

き
で
、
上
限
額
７
２
３
９
万

１
千
円
、
調
査
基
準
価
格

（
下
限
額
）
５
７
４
３
万
２

千
円
。

問　

下
限
額
を
下
回
っ
て
の

落
札
、
契
約
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
。

産
業
建
設
課
長　

３
社
が
下

限
額
を
下
回
っ
た
。

　

審
査
会
で
審
査
し
た
上
で
、

豊
工
業
所
と
同
額
で
あ
っ
た

も
う
１
社
に
よ
り
抽
選
の
結

果
、
決
定
し
た
。

問　

豊
工
業
所
の
実
績
は
。

産
業
建
設
課
長　

元
々
、
国

交
省
関
係
の
入
札
に
参
加
し

て
い
る
橋
梁
を
主
と
し
た
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
。

　

最
近
は
水
門
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
実
績
は
十
分
で

あ
る
。

　

規
定
の
予
算
額
に
３
億

４
１
９
２
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
39
億
７
９
８

０
万
７
千
円
と
す
る
。

　

ー
主
な
内
容
ー

　

地
方
交
付
税
の
最
終
決

定
に
よ
り
、
３
億
１
８
０

３
万
１
千
円
を
追
加
。
財

政
調
整
基
金
へ
３
億
４
１

２
１
万
２
千
円
の
積
み
立

て
な
ど
。

問　

地
方
交
付
税
決
定
の
時

期
は
。

総
務
政
策
課
長　

普
通
交
付

税
は
平
成
22
年
12
月
７
日
、

特
別
交
付
税
は
平
成
23
年
３

月
22
日
で
あ
る
。

問　

12
月
７
日
に
決
定
さ
れ

て
い
る
も
の
を
専
決
処
分
で

き
る
も
の
か
。

町
長　

ご
指
摘
の
件
も
わ
か

る
の
で
、
今
後
、
十
分
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

名
称
が
変
わ
る
だ
け
で
、

採
択
内
容
に
つ
い
て
は
変
わ

ら
な
い
の
か
。

産
業
建
設
課
長　

内
容
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

問　

事
業
が
一
つ
に
な
る
が
、

予
算
枠
の
減
と
い
う
こ
と
に

な
ら
な
い
か
。

産
業
建
設
課
長　

今
の
と
こ

ろ
聞
い
て
い
な
い
が
、
あ
る

程
度
の
縮
小
は
考
え
ら
れ
る
。

問   限度額引き上げの対象世帯数は。
税務課長   医療分で 12 世帯。 後期高齢
者支援分で 16 世帯、介護保険分で８世
帯である。

小
浦
漁
港
海
岸
小
浦
水
門
工
事
に
つ
い
て
、

７
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
左
記

の
業
者
が
落
札
し
た
。

株
式
会
社　

豊
工
業
所

　

和
歌
山
市
雑
賀
崎
２
０
２
１
番
地
の
９

契
約
額　

５
４
０
７
万
５
千
円

落
札
率　

71
・
14
％

日
高
町
小
規
模
が
け
崩
れ
対
策
事
業

分
担
金
徴
収
条
例

日高町国民健康保険税条例の
一部改正を専決処分

22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分

 小浦川水門

中低所得者層の国民健康保険税の負
担軽減を図るため、賦課限度額を引き
上げる改正。

２２年度 ２３年度
医療分 ５０万円

⇨
５１万円

後期高齢者 １３万円 １４万円
介護保険分 １０万円 １２万円

小
浦
川
水
門

工
事
請
負
契
約
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長
の
考
え
は
。

町
長　

地
域
の
自
主
防
災
組

織
が
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

行
な
う
こ
と
で
避
難
率
を
上

げ
た
い
。

　

共
助
の
重
要
性
を
感
じ
る
。

         

問　

町
内
21
地
区
中
、
自
主

問　

今
年
３
月
11
日
、
日
高

町
に
大
津
波
警
報
・
避
難
指

示
が
発
令
さ
れ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
緊
迫
感
あ
る
避
難
行

動
が
町
内
に
起
こ
ら
な
か
っ

た
が
、
災
害
対
策
本
部
長
と

し
て
ど
う
感
じ
た
か
。

町
長　

今
回
の
町
内
避
難
指

示
対
象
者
は
、
１
，
６
３
７

人
に
対
し
避
難
し
た
人
は

60
人
で
、
逃
げ
る
と
い
う
意

識
が
住
民
に
浸
透
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

問　

避
難
施
設
自
体
が
沿
岸

部
に
あ
る
た
め
安
全
だ
と
い

え
な
い
の
で
、
内
陸
部
の
町

施
設
・
山
間
部
の
施
設
を
開

放
す
べ
き
で
は
。

町
長　

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

で
今
後
対
応
し
て
参
り
た
い
。

問　

一
説
で
は
、
地
震
後
、

津
波
到
達
ま
で
29
分
あ
る
。

　

迅
速
な
対
応
で
十
分
避
難

で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町

防
災
組
織
が
あ
る
の
は
14
地

区
、
早
急
に
全
地
区
に
自
主

防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、
町

の
防
災
機
能
を
強
固
に
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

町
長　

未
設
置
の
地
区
に
は
、

区
長
会
等
を
通
し
設
置
の
働

き
か
け
を
し
て
い
る
。

　

全
地
区
設
置
に
向
け
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。       

                

問　

防
災
に
対
し
て
の
専
門

知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る

た
め
、
役
場
職
員
、
町
民
に

防
災
士
資
格
の
取
得
推
進
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　

十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問　

町
内
の
海
抜
表
示
板
が

少
な
い
、
も
っ
と
設
置
す
べ

き
で
は
。

町
長　

関
係
地
区
の
方
々
と

協
議
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
さ

ら
に
設
置
し
て
い
く
。

問　

海
水
浴
客
の
方
々
に
対

す
る
避
難
誘
導
方
法
も
具
体

的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

一
つ
例
を
挙
げ
る
と
、

栄　
　

茂
美　

議
員

災
害
に
強
い
町
作
り
を

町
長　

減
災
事
業
の
推
進
に
取
り
組
む

避
難
場
所
に
別
荘
地
の
高
台

が
考
え
ら
れ
る
が
、
関
係
者

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
避
難

の
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

問　

沿
岸
部
に
限
ら
れ
た
年

一
回
の
県
下
一
斉
津
波
避
難

訓
練
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
、
町
内
挙
げ
て
の
避
難
訓

練
の
実
施
を
。

町
長　

今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
取
り
組
む
。

問　

沿
岸
部
・
平
野
部
・
山

間
部
と
い
っ
た
各
地
区
の
実

状
に
沿
っ
た
防
災
対
策
を
進

め
る
た
め
、
早
急
に
各
地
区

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
住
民
と
共
に
具
体
的
な

見
直
し
検
討
作
業
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

町
長　

各
区
長
や
防
災
組
織

の
会
長
と
い
っ
た
方
々
の
お

力
を
借
り
て
、
現
場
に
要
望

が
あ
れ
ば
、
住
民
の
方
々
と

の
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
た

い
。

問　

子
ど
も
達
の
防
災
教
育

を
通
し
地
元
住
民
を
巻
き
込

ん
で
の
意
識
高
揚
を
。

町
長　

日
頃
の
防
災
教
育
・

防
災
訓
練
を
重
ね
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

積極的な海抜表示板設置を
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清水　正巳　議員

問　

３
月
11
日
、
大
地
震
に

よ
る
津
波
が
東
北
地
方
を
襲

い
、
死
者
１
万
５
０
０
０
人
、

行
方
不
明
者
８
４
０
０
人
、

施
設
の
破
壊
等
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
住
む
和

歌
山
県
も
、
東
海
地
震
、
南

海
地
震
、
東
南
海
地
震
が
予

想
さ
れ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

は
最
大
8.7
と
な
っ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
と
同
程
度
の

被
害
が
出
る
可
能
性
は
十
分

に
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　

県
か
ら
の
防
災
計
画
の
見

直
し
は
い
つ
出
る
の
か
。

  　
　
　
　

 

町
長　

４
月
27
日
に
国
の
中

央
防
災
会
議
が
開
催
さ
れ
、

新
た
な
被
害
想
定
が
発
表
さ

れ
る
の
は
、
平
成
24
年
夏
か

ら
秋
ご
ろ
に
な
る
見
通
し
で
、

県
は
そ
れ
を
元
に
県
内
全
域

の
浸
水
予
測
図
を
約
１
年
を

掛
け
て
平
成
25
年
に
策
定
し
、

さ
ら
に
市
町
村
が
約
１
年
か

け
て
平
成
26
年
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

問　

遅
い
と
感
じ
る
が
、
そ

れ
ま
で
何
も
手
を
打
た
な
い

の
か
。

町
長　

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
面

で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
部
分
は
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

問　

今
回
、
町
に
避
難
指
示

が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

避
難
者
が
非
常
に
少
な
か
っ

た
、
今
回
防
災
対
策
が
見
直

さ
れ
る
と
、
比
井
崎
の
沿
岸

防災の見直しはいつになるのか
町長　３年後になる

避難指示はサイレンで

部
は
全
域
浸
か
る
予
想
に
な

る
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
防
災
意
識
を
高
め

る
具
体
的
な
事
を
進
め
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

徹
底
し
て
高
台
に
避

難
す
る
と
い
う
啓
発
運
動
を

進
め
て
参
り
た
い
。

問　

又
、
今
回
は
緊
急
避
難

の
サ
イ
レ
ン
が
調
整
中
と
の

事
で
鳴
ら
な
か
っ
た
、
消
防

車
を
走
ら
せ
て
も
良
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。 

町
長　

そ
の
点
に
つ
い
て
は

抜
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

問　

海
岸
線
の
ど
の
地
区
の

放
送
設
備
も
、
津
波
が
来
れ

ば
使
え
な
く
な
る
位
置
に
あ

る
、
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

町
長　

十
分
想
定
さ
れ
る
、

高
い
場
所
に
増
設
す
る
な
ど

検
討
し
た
い
。

問　

７
月
31
日
の
避
難
訓
練

は
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、

日
高
町
全
域
対
象
で
実
施
す

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

又
、
職
員
の
防
災
意
識
も

高
め
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

担
当
課
と
も
十
分
協

議
す
る
。          

問　

震
災
時
、
住
民
基
本

台
帳
、
戸
籍
台
帳
の
デ
ー
タ

ー
を
全
て
失
っ
た
町
が
あ
っ

た
が
、
日
高
町
は
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
デ
ー
タ
ー
を
他
の
と
こ

ろ
に
移
す
計
画
は
な
い
か
。

町
長　

検
討
中
で
あ
る
。

問　

東
日
本
大
震
災
で
は
特

定
の
学
校
で
、
た
く
さ
ん
の

児
童
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

　

意
識
し
て
訓
練
し
て
い
た

学
校
は
犠
牲
者
を
出
し
て
い

な
い
。

  

日
高
町
内
の
学
校
、
保
育

所
は
、
避
難
訓
練
を
十
分
し

て
い
る
か
。

学
校
の
避
難
訓
練
は
十
分
か

町
長　

保
育
所
は
月
に
１
回

実
施
し
て
い
る

教
育
長　

学
校
は
学
期
に
１

回
避
難
訓
練
を
し
て
い
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
学
校

は
、
連
絡
の
と
れ
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

体
制
に
な
っ
て
い

る
。
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問　

日
高
町
民
が
「
原
発
は

い
ら
な
い
」
と
い
う
選
択
を

し
て
20
年
以
上
が
経
過
し
た
。

　

こ
の
間
、
県
内
で
数
少
な

い
人
口
増
加
の
町
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。

　

改
め
て
原
子
力
発
電
に
対

す
る
思
い
を
問
う
。

町
長　

私
の
公
約
は
、
原
発

に
頼
ら
な
い
町
政
を
築
い
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。

原発ゼロの日本へ、町長の考えは
町長　国レベルの論議を注視

問　

国
は
日
高
町
に
対
し
、

原
発
推
進
地
点
の
指
定
を
は

ず
し
た
が
、
関
西
電
力
は

「
紀
伊
半
島
に
原
発
を
」
と

い
う
考
え
を
捨
て
て
い
な
い
。

　

今
、
こ
の
時
期
に
も
う
一

度
関
西
電
力
に
中
止
の
申
し

入
れ
を
。

町
長　

原
発
の
火
種
は
消
え

た
と
確
信
し
て
い
る
。

　

申
し
入
れ
は
考
え
て
い
な

い
。

問　

今
回
の
福
島

原
発
で
の
大
事
故

を
教
訓
と
し
、
日

本
政
府
が
原
発
か

ら
の
撤
退
を
決
断

し
、
原
発
を
ゼ
ロ

に
す
る
期
限
を
決

め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
は
。

町
長　

電
力
の
安

定
供
給
に
向
け
、

国
レ
ベ
ル
の
論
議

を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

問　

全
国
に
54
基

の
原
発
が
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の

事
故
で
明
ら
か
な

よ
う
に
人
類
は
未

だ
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制
御
で

き
な
い
。

　

廃
棄
物
を
安
全
に
処
分
す

る
方
法
も
確
立
さ
れ
て
い
な

い
。

　

「
日
高
町
に
原
発
が
な
く

て
よ
か
っ
た
。
で
も
、
他
の

町
の
原
発
は
続
け
て
下
さ

い
。
」
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　

今
す
ぐ
は
無
理
で
も
、
期

限
を
切
っ
て
原
発
か
ら
撤
退

す
る
こ
と
へ
の
意
思
表
明
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長　

電
力
の
安
定
供
給
が

何
よ
り
重
要
。

　

国
会
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
促
進
も
含
め
議
論
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取

問　

産
湯
、
比
井
な
ど
沿
岸

部
で
、
津
波
対
策
と
し
て
川

の
水
門
の
遠
隔
操
作
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

水
門
の
耐
震
性
は
。
ま
た
、

停
電
時
に
遠
隔
操
作
が
間
違

い
な
く
で
き
る
か
。

産
業
建
設
課
長　

耐
震
性
は

問
題
な
い
。

　

停
電
時
、
備
え
付
け
の
バ

ッ
テ
リ
ー
で
ク
ラ
ッ
チ
板
を

外
す
操
作
が
で
き
、
後
は
自

重
で
降
り
る
設
計
に
な
っ
て

い
る
。

問　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
中
で

も
上
水
道
が
非
常
に
大
事
。

　

浄
水
場
、
配
水
池
、
管
路

な
ど
の
耐
震
性
は
。

上
下
水
道
課
長　

浄
水
場
の

り
組
む
の
は
当
然
だ
が
、
原

発
も
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
の
か
、

撤
退
を
と
考
え
る
の
か
。

町
長　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
国
が
き
ち
ん
と
示
す

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
今
あ
る

原
発
の
安
全
性
の
確
保
が
一

番
大
事
だ
と
思
う
。

福島原発ではレベル７の過酷事故が起きた
  （東京電力ホームページより）

水
門
、
上
水
道
の
耐
震
性
は

膜
処
理
棟
は
耐
震
性
が
あ
り
、

管
理
棟
は
簡
易
耐
震
補
強
を

し
て
い
る
。

　

配
水
池
は
平
成
３
年
以
前

の
建
設
で
あ
り
、
旧
来
の
設

計
に
よ
る
耐
震
性
能
と
な
っ

て
い
る
。

　

管
路
に
つ
い
て
は
、
耐
震

性
能
を
有
す
る
管
へ
の
入
れ

替
え
は
ま
だ
数
％
の
状
況
で

あ
る
。

問　

今
後
の
課
題
が
非
常
に

大
き
い
。

　

計
画
的
に
対
応
を
。

町
長　

大
事
な
こ
と
で
あ
り
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
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和
歌
山
病
院
は
、
循
環
器
・
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
等
の
診
療
を
担
い
、
地
域
医
療
支
援
病

院
の
認
定
を
受
け
、
地
域
の
開
業
医
・
診
療
所
と
医
療
連
携
の
強
化
に
取
り
組
む
な
ど
政
策
医
療

・
地
域
医
療
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
体
制
づ
く
り

は
住
民
の
願
い
で
あ
る
。
和
歌
山
病
院
の
充
実
を
図
る
た
め
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

一
、　

和
歌
山
病
院
を
縮
小
・
廃
止
、
民
営
化
す
る
こ
と
な
く
、
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
。

二
、　

和
歌
山
病
院
に
必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

三
、　

和
歌
山
病
院
に
医
師
・
看
護
師
は
じ
め
必
要
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
全
員
賛
成
の
上
で
意
見
書
を
国
に
提
出
し
た
。

温
泉
館
検
討

特
別
委
員
会

◎
西
岡　

佳
奈
子

○
山
本　

善
啓

　

清
水　

正
巳

　

一
松　

輝
夫

　

金
﨑　

昭
仁

     平
成
23
年
６
月
22
日

に
設
置
し
た
。

     

　
　
　

◎
委
員
長

　
　
　

○
副
委
員
長

人
権
擁
護
委
員
に

　
　

鵜
上 

桂
子 

氏

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
引
き
続

き
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
推
薦
し
た

い
と
諮
問
が
あ
り
、
全
員
一
致
で
適

任
と
認
め
た
。
任
期
は
３
年
。

意見書

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

和
歌
山
病
院
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

大幅増員と夜勤改善で安全・安心の
医療・介護を求める意見書

重要な役割を担う和歌山病院

過酷な労働条件で働くスタッフ
( 写真提供　和歌山病院 )

　看護師等の大幅増員を実現し、安全で行き届いた医療
・看護・介護の充実を図るための対策を講じられるよう、
次の事項について国に要望する。

１、ＩＬＯ看護職員条約にもとづき、看護師など夜勤交
代制労働者の労働時間を１日８時間、週３２時間以内、
勤務間隔を１２時間以上とすること。

２、医療、社会保障予算の充実を図り、医師・看護師・
介護職員等を大幅に増やすこと。

３、患者・利用者の負担を減らし、安全・安心の医療・
介護を実現すること。

　以上、全員賛成の上で意見書を国に提出した。
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日
高
中
学
校
１
年
生
５
名
が
、
役
場
庁
舎
内
を
進
路
学
習
の
一
環
と
し
て
職
場
見
学
に
来
た
。

そ
の
後
議
場
見
学
を
行
い
、
議
長
か
ら
議
会
の
仕
組
み
等
の
説
明
を
受
け
た
。

意
見
交
換
の
場
で
は
、
「
教
室
内
に
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
お
願
い
し
て
ほ
し
い
」
。

理
由
と
し
て
は
「
快
適
な
環
境
の
中
で
授
業
を
受
け
た
い
」
ま
た
「
給
食
時
に
も
教
室
内
の
温
度
が

高
い
の
で
、
食
欲
が
で
な
い
」
等
の
意
見
が
出
て
い
た
。

猛
暑
の
中
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

節
電
・
節
電
の
か
け

声
に
あ
お
ら
れ
て
暑
さ

を
我
慢
し
す
ぎ
な
い
よ

う
に
、
ま
た
、
水
分
補

給
は
十
分
に
行
っ
て
い

た
だ
き
体
調
管
理
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
も
新
メ
ン
バ
ー
に
な

っ
て
２
回
目
の
発
行
で

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
に

愛
さ
れ
る
「
議
会
だ
よ

り
」
を
め
ざ
し
今
後
も

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
私
の
個

人
的
な
お
願
い
で
す
が
、

写
真
担
当
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
撮
影
に
遭
遇

し
た
際
に
は
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　

        善
啓

議員になった気分で町の将来を考える

議長に要望（なかなか鋭い！！）

議会中継の操作方法にトライ中 「ただいまより会議を開きます」

この広報紙は再生紙を使用しています。

中
学
生
訪
問


